
　

５
月
か
ら
公
民
館
で
出
前
講

座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
４
ヶ
月
あ
ま
り
が

た
ち
、
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
市
な
ど
の
職

　

世
界
に
は
貧
し
さ
、
病
気
、
戦
争
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
苦
し
む
人
た
ち
が
い
ま

す
。「
１
０
０
円
」
と
い
う
具
体
的
な
金
額

か
ら
、
ど
ん
な
薬
品
が
い
く
つ
買
え
て
、
ど

れ
だ
け
食
べ
物
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
っ
た
こ
と
や
、
世
界
の
現
状
を
写
真
と

デ
ー
タ
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。
全

３
巻
。

　

１
０
０
円
か
ら
で
き
る
国
際
協
力
編
集
委
員
会
…
編

員
が
講
師
と
な
っ
て
講
座
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に

公
民
館
の
自
主
講
座
グ
ル
ー
プ

や
瀬
戸
内
警
察
署
の
皆
さ
ん
が

出
前
講
座
の
講
師
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ピポン＝辻岡ピギー…著

　牛乳パックから取れるパルプと水を使って
作る紙や、立体にして作るかわいい雑貨を紹
介します。クッキー型でいろいろな形にした
り、針金と組み合わせて装飾品にしたりとバ
リエーション豊かなエコ雑貨の作り方が満載
の１冊です。

　

い
よ
い
よ
10
月
１
日
（
金
）

に
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
が
開
館

し
ま
す
。
新
た
な
芸
術
文
化
拠

点
と
し
て
、
瀬
戸
内
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
本
物

の
芸
術
に
ふ
れ
、
心
を
豊
か
に

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

　

さ
て
、
瀬
戸
内
市
は
多
く
の

芸
術
家
を
生
み
、
多
く
の
芸
術

家
に
愛
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
は
そ
の
芸

術
を
市
内
で
楽
し
め
る
場
が
無

く
、
知
る
人
ぞ
知
る
人
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。
皆

さ
ん
は
、
次
の
10
人
の
う
ち
何

人
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

①
池
田
満ま
す
お
寿
夫　

②
大
原
桂け
い
な
ん南

③
木
村
政
夫　

④
佐
竹
徳と
く

⑤
柴
田
義ぎ

と
う董　

⑥
竹
田
喜
之
助

⑦
竹
久
夢
二　

⑧
東
原
方ほ
う
せ
ん僊　

⑨
緑
川
洋
一　

⑩
森
香こ
う
し
ゅ
う洲

　　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
す
べ
て

瀬
戸
内
市
に
縁
の
あ
る
芸
術
家

（
作
家
）
で
す
。

　

①
池
田
満
寿
夫
氏
は
版
画
や

陶
芸
な
ど
多
才
な
芸
術
家
。
か

つ
て
開
催
さ
れ
て
い
た
牛
窓
国

際
芸
術
祭
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
９
（
１
９
９
７
）
年

逝
去
。
②
大
原
桂
南
氏
は
山
陽

新
聞
の
題
字
を
揮き

ご
う毫

す
る
な
ど

し
た
書
家
。
邑
久
町
下
笠
加
生

ま
れ
。
昭
和
36
（
１
９
６
１
）

年
逝
去
。
③
木
村
政
夫
氏
は
瀬

戸
内
版
画
会
を
設
立
し
、
備
中

神
楽
や
能
な
ど
を
題
材
に
作

品
を
手
が
け
た
版
画
家
。
邑

久
町
大
窪
生
ま
れ
。
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
逝
去
。
④
佐

竹
徳
氏
は
牛
窓
の
オ
リ
ー
ブ
を

描
き
、
日
展
審
査
員
も
務
め
た

洋
画
家
。
平
成
10（
１
９
９
８
）

年
逝
去
。
⑤
柴
田
義
董
氏
は
京

都
四
条
派
の
日
本
画
家
。
邑

久
町
尻
海
生
ま
れ
。
文
政
２

（
１
８
１
９
）
年
逝
去
。
⑥
竹

田
喜
之
助
氏
は
糸
あ
や
つ
り

人
形
師
。
邑
久
町
尾
張
生
ま

れ
。
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年

逝
去
。
⑦
竹
久
夢
二
氏
は
独

特
な
美
人
画
を
描
い
た
日
本

画
家
。
邑
久
町
本
庄
生
ま
れ
。

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
逝

去
。
⑧
東
原
方
僊
氏
は
日
本
画

家
。
小
野
竹
喬
や
池
田
遙
邨
と

烏
城
会
を
結
成
し
て
活
動
し

た
。
長
船
町
福
岡
生
ま
れ
。
昭

和
47
（
１
９
７
２
）
年
逝
去
。

⑨
緑
川
洋
一
氏
は
多
重
露
光
撮

影
な
ど
独
特
な
写
真
を
撮
っ
た

写
真
家
。
邑
久
町
虫
明
生
ま

れ
。
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年

逝
去
。
⑩
森
香
洲
氏
は
虫
明
焼

中
興
の
祖
で
あ
る
陶
芸
家
。
邑

久
町
虫
明
生
ま
れ
。
大
正
10

（
１
９
２
１
）
年
逝
去
。

　

現
在
で
は
、
岡
山
県
指
定
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
森

陶と
う
が
く岳
氏
（
備
前
焼
）
や
瀬
戸
内

市
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
の
黒
井
千せ
ん
さ左
氏
（
虫
明
焼
）

な
ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
も
、
瀬
戸
内
市
立

美
術
館
の
核
と
な
る
作
品
群
は

生
前
に
寄
贈
さ
れ
た
佐
竹
徳
氏

の
油
彩
画
で
す
。

　

佐
竹
氏
の
作
品
は
、
例
え
ば

朝
の
光
と
い
う
短
い
時
間
で
し

か
描
け
な
い
条
件
の
中
で
描
か

れ
た
作
品
は
描
き
終
わ
ら
な
け

れ
ば
次
の
季
節
の
同
じ
条
件
と

な
る
ま
で
描
か
れ
ず
、
何
年
も

描
き
続
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
木
が
画
面
の
枠
の
外
に
ま
で

成
長
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
変
化
す
る
の
は
当
然
で

あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
描
く

と
絵
は
真
実
の
も
の
に
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
ら
か
な
人
柄
は
多

く
の
人
を
惹
き
つ
け
、
佐
竹
徳

氏
の
ア
ト
リ
エ
「
赤
屋
根
」
に

は
訪
問
者
が
後
を
絶
た
ず
、
訪

問
者
に
自
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

て
絵
の
話
を
す
る
な
ど
絵
を
描

く
時
間
が
な
か
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

　

美
術
館
で
実
物
の
絵
と
向
き

合
い
、
佐
竹
氏
の
自
然
と
向
き

合
う
姿
勢
な
ど
感
じ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

魅
力
あ
る
講
座
が
増
え
た
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
利
用

し
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
増
え
た
出
前
講
座
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　

受
講
の
手
続
き
は
、
通
常
の

出
前
講
座
と
同
じ
で
、
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
紙

６
月
号
「
ま
な
び
の
部
屋
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　


